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医
師
国
保
組
合
の
現
状

神奈川県医師国民健康保険組合 

理事長　菊岡　正和

　
昭
和
32
年
当
時
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
法
で
は
、「
医
療
担
当
者
又
は
そ
の
世
帯

に
あ
る
も
の
は
、
療
養
の
給
付
を
す
る
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
す
る

国
民
健
康
保
険
条
例
に
よ
り
市
町
村
の
国

民
健
康
保
険
か
ら
医
療
関
係
者
が
適
用
除

外
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
昭
和
32
年
６
月
５
日
付
け
厚

生
省
保
険
局
長
通
知
に
よ
っ
て
こ
の
適
用

除
外
規
定
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
、医
師
も
原
則
と
し
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
、ま
た
同
時
に
医
師
の

特
殊
性
を
考
慮
し
て
医
師
国
民
健
康
保
険

組
合
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
神
奈
川
県
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合

（
医
師
国
保
）は
、昭
和
33
年
11
月
１
日
、神

奈
川
県
医
師
会
員
（
第
１
種
組
合
員
）
と
そ

の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
者
（
第
２
種
組

合
員
）
及
び
組
合
員
の
家
族
を
被
保
険
者

と
し
て
相
扶
共
済
の
精
神
の
基
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
創
業
時
よ
り
保
険
者
、
被
保
険

者
、
診
療
担
当
者
は
す
べ
て
医
療
従
事
者

で
あ
り
、
三
位
一
体
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

地
域
保
健
の
向
上
、
会
員
の
健
康
増
進
、
疾

病
予
防
・
治
療
、
組
合
運
営
の
健
全
化
等

に
尽
力
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
お
蔭
様

で
今
年
（
令
和
２
年
）、
創
立
62
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係

諸
機
関
の
ご
支
援
、
先
輩
諸
役
員
の
ご
努

力
、
組
合
員
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
の
賜
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
先
人
の
偉

業
を
継
承
し
つ
つ
国
民
健
康
保
険
制
度
の

先
駆
的
、
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
私
ど
も
の
医
師
国
保
の
保
険
財

政
は
、
平
成
初
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
制
度
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

前
期
高
齢
者
納
付
金
、
介
護
納
付
金
等
の

支
出
な
ど
に
よ
り
、
組
合
運
営
に
少
な
か

ら
ず
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

医
師
国
保
の
み
な
ら
ず
多
く
の
国
保
組

合
、
組
合
健
保
に
共
通
し
た
問
題
と
思
わ

れ
ま
す
。 

　
医
師
国
保
は
、
組
合
員
が
75
歳
に
達
す

る
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
移
行

し
、
組
合
員
数
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
こ
の

移
行
す
る
組
合
員
に
被
保
険
者
と
し
て
の

資
格
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
75
歳
に
達
し

な
い
家
族
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
従
業
員

の
た
め
に
継
続
し
て
組
合
員
と
し
て
残
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
多
数
の

方
々
に
ご
理
解
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
27
年
５
月
に
「
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

成
立
し
、「
所
得
水
準
の
高
い
組
合
員
か
ら

な
る
国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
の
見
直

し
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結

果
、
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
を
か
け
て

国
庫
補
助
率
が
、
現
行
の
32
％
か
ら
13
％

に
逓
減
さ
れ
る
こ
と
で
組
合
財
政
は
逼
迫

し
、
さ
ら
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
組
合
も
社
会
保
障
分
野

の
情
報
連
携
機
関
の
一
つ
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
推
進
体
制
の
整
備
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
シ
ス
テ
ム
改
修
、
被

保
険
者
へ
の
周
知
な
ど
、
組
合
に
か
か
る

負
担
が
ま
す
ま
す
増
大
さ
れ
ま
し
た
。 

　
組
合
員
の
高
齢
化
等
に
よ
る
療
養
給
付

費
の
増
加
、
医
学
・
医
療
の
進
歩
等
に
伴

う
高
額
療
養
費
、
高
額
薬
剤
費
の
増
加
、
組

合
員
の
減
少
傾
向
な
ど
に
よ
り
、
今
後
の

財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
り

ま
す
が
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
保
健
向

上
、
安
定
し
た
組
合
運
営
に
努
め
、
ま
た
事

務
処
理
の
合
理
化
推
進
に
も
努
め
、
良
質

な
医
療
と
福
祉
を
提
供
で
き
る
体
制
を
作

り
た
い
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 
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■表紙の説明 
 
都市・自然・歴史が調和するまち 
　 
　神奈川県のほぼ中央に位置する海老名市。小田急線で都心
まで約 45分、相鉄線で横浜まで約 30分と、交通のアクセス
のよい立地にありながら、海老名駅周辺には水田や畑も多
く、一級河川の相模川や緑豊かな丘陵地などの自然に囲まれ
た住みよいまちです。温暖な気候と肥沃な土地に恵まれた穀
倉地帯であり、イチゴをはじめ、たくさんの農作物が栽培さ
れています。また、市内には史跡相模国分寺跡をはじめ、史
跡や文化財が点在し、歴史あるまちでもあります。

2020 

夏号 
summer

vol.398



神奈川のこくほ・かいご●保険者紹介コーナー 3

海老名市　概　要 （令和２年 6月 1日現在） 

■人　口：135,438 人（男 68,144 人、女 67,294 人） 
■世帯数：58,540 世帯 
■面　積：26.59k㎡ 
■市の花：サツキ 
■市の鳥：カワラヒワ 
■市の木：ツゲ

海老名中央公園

海老名市

★
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  ■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制
 

　
本
市
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、

令
和
２
年
３
月
末
現
在
で
、２
万
７
１
７
８

人
、１
万
７
４
８
８
世
帯
で
、加
入
率
は
そ

れ
ぞ
れ
20
･２
％
、30
･１
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。国
保
医
療
課
は
、課
長
を
中
心
に
、国

民
健
康
保
険
･国
民
年
金
や
保
健
事
業
等

を
担
当
す
る
国
民
健
康
保
険
係
14
名
、後

期
高
齢
者
医
療
を
担
当
す
る
高
齢
者
医
療

係
４
名
、児
童
福
祉
･障
が
い
福
祉
の
諸
手

当
や
福
祉
医
療
費
助
成
を
担
当
す
る
福
祉

医
療
･手
当
係
８
名
の
計
27
名
の
職
員
の

ほ
か
、診
療
報
酬
点
検
員
や
年
金
相
談
の

専
門
員
な
ど
13
名
の
会
計
年
度
任
用
職
員

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
目

線
に
よ
る
便
利
で
分
か
り
や
す
い
窓
口
を

目
指
し
て
平
成
24
年
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
総
合
窓
口
に
よ
り
、保
険
の
手
続
き

の
際
に
、子
育
て
や
障
が
い
者
福
祉
な
ど

福
祉
関
係
の
様
々
な
手
続
き
や
相
談
な
ど

が
一
つ
の
窓
口
で
対
応
で
き
る
よ
う
な
運

用
も
行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、平
成
25
年
７

月
か
ら
は
総
合
窓
口
業
務
を
民
間
委
託
し

て
お
り
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 ■
保
険
財
政
の
状
況
 

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
予
算
額
は
１
１
９
億
３
２
７
８

万
５
千
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る

と
１
･８
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は

社
会
保
険
の
適
用
拡
大
等
に
よ
り
、
被
保

険
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
予
算
規
模

も
縮
小
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
加

入
者
の
高
齢
化
、
高
価
な
薬
剤
の
普
及
、
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定

外
繰
入
金
の
削
減
に
向
け
て
、
将
来
推
計

や
国
民
健
康
保
険
の
運
用
状
況
を
踏
ま

え
、
令
和
２
年
度
に
保
険
税
率
の
引
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
医
療
費
適
正
化

事
業
、
健
康
保
持
増
進
対
策
の
実
施
及
び

保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
取
り
組
み
、
安

定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
対
策
 

　
本
市
で
は
、
市
税
と
あ
わ
せ
て
納
税
相

談
や
滞
納
処
分
な
ど
を
実
施
し
、
効
果

的
・
効
率
的
な
徴
収
業
務
を
実
施
す
る
た

め
、
平
成
30
年
度
か
ら
徴
収
業
務
を
納
税

課
に
移
管
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
の
保

険
税
収
納
率
は
、
現
年
度
分
が
91
･６
％
で

前
年
度
比
１
･１
ポ
イ
ン
ト
の
減
、
滞
納
繰

越
分
が
９
･９
％
で
前
年
度
比
２
･４
ポ
イ

ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年

度
か
ら
は
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
出
か
け
る
こ
と
な
く
、
携
帯
電
話

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要 
　海老名市は神奈川県のほぼ中央に位置し、遠く
に富士山・大山を望み、豊かな大地と自然に囲ま
れた住みよいまちです。３線の鉄道が走る市内に
は９つの駅があり、圏央道海老名インターチェン
ジも開通し、交通アクセスのよい立地にありま
す。人口減少によるまちの活力低下が叫ばれる 

 
中、本市はいまだ人口が増え続ける元気なまちで
あり、近年は、海老名の顔である海老名駅周辺の
発展が目ざましく、大きなにぎわいを創出してい
ます。「住みたい住み続けたいまち海老名」をス
ローガンに、さまざまな施策を進め、誰もが住み
やすいまちづくりを目指しています。

アルツハイマー月間イベント「図書館フェア」 国保医療課の様子
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や
ス
マ

ト
フ

ン
か
ら
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
納
付
が
で
き
る
専
用
ア
プ
リ
「
モ
バ

イ
ル
レ
ジ
」
を
利
用
開
始
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
特
定
健
診
等
の
保
健
事
業
 

　
本
市
の
平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
は
、
平
成
30
年
度
を
始
期
と
す
る
「
海
老

名
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
（
第
３
期
）
及
び
デ

タ
ヘ
ル
ス
計

画
（
第
２
期
）」
の
目
標
値
に
は
達
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
33
３
％
で
前
年
度
比
２

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
値
の
達

成
に
向
け
て
引
き
続
き
未
受
診
者
へ
の
勧

奨
通
知
発
送
な
ど
受
診
率
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
35
歳
以
上
の

被
保
険
者
を
対
象
と
し
た
人
間
ド

ク
の

受
検
費
用
の
助
成
や
、
健
康
推
進
課
に
よ

る
各
種
が
ん
検
診
や
40
歳
未
満
の
若
い
世

代
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断
等
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
被
保
険
者
の

健
康
保
持
増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

     ■
介
護
保
険
の
状
況
と
実
施
体
制
 

　
本
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
３
万
３
２
２
０
人
、
要
介
護
要
支
援
認

定
者
は
、
５
０
１
８
人
、
第
２
号
を
含
む
認

定
率
は
15
％
で
、
居
宅
介
護
（
介
護
予
防
）

サ

ビ
ス
受
給
者
数
は
２
９
９
３
人
、
地

域
密
着
型
（
介
護
予
防
）
サ

ビ
ス
受
給
者

は
４
５
９
人
、
施
設
介
護
サ

ビ
ス
受
給

者
は
６
１
２
人
と
な

て
い
ま
す
。（
令
和

２
年
４
月
分
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
の

数
値
）
本
市
で
は
、
介
護
保
険
課
介
護
認
定

係
で
申
請
受
付
及
び
認
定
、
介
護
保
険
係

で
資
格
管
理
、
介
護
給
付
、
サ

ビ
ス
事
業

者
の
指
定
指
導
等
を
担
当
し
て
お
り
、
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
で
介
護
予
防
事
業
及

び
地
域
支
援
事
業
等
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
高
齢
化
率
は
、
24
６
％
と

国
・
県
の
平
均
を
下
回

て
い
る
状
況
で

す
が
、
今
後
に
お
い
て
は
、
第
１
号
被
保
険

者
数
や
認
定
率
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
え
び
な
高
齢
者
プ
ラ
ン
の
理
念

で
あ
る
「
地
域
で
共
に
支
え
合
い
生
き
が

い
を
持

て
安
心
で
き
る
生
活
の
実
現
」

に
向
け
て
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
安
心

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
ニ

ズ
に
応
じ
た
介

護
、
予
防
、
医
療
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
の

サ

ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
、
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

深
化
、
推
進
に
向
け
て
、
地
域
の
支
援
者
や

医
療
介
護
福
祉
の
関
係
機
関
と
の
連
携

や
地
域
資
源
の
活
用
、
地
域
で
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
作
り
に
よ
り
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
連
携
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、
生
活

●

介
　
　
護
　
●

介護予防教室「水中ウォーキング教室」

えびな市民まつり2020今年も秋開催!!（予定） 
　今年で15回目の開催を迎える海老名市最大イベント「えびな市民ま
つり」は、昨年に引き続き秋に開催予定です。子どもから大人までが
楽しめるイベントやブース出店など見どころ満載！昨年は、秋の夜空
を彩る約2500発の花火を約300ｍ先で打ち上げ、迫力満点でした！ 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施内容は変更・中止する場合が
あります。　　　　　  今年度は、中止になりました。

保険者
 

自　慢

介護保険課の様子
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支
援
体
制
の
整
備
を
推
進
し
、
高
齢
者
を

地
域
全
体
で
支
え
る
社
会
基
盤
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 ■
介
護
予
防
の
推
進
 

　
全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
要
支

援
･要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
高
齢
者
が
持
つ
能
力
を
維
持
･向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運
動
器
の

機
能
向
上
、
認
知
症
予
防
、
口
腔
機
能
の

向
上
、
栄
養
改
善
等
、
年
間
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
「
と
も
の
輪
」（
こ
こ
ろ

と
カ
ラ
ダ
の
健
康
教
室
）
は
、
参
加
者
の

外
出
や
運
動
等
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
仲

間
づ
く
り
や
地
域
の
活
動
等
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
き
っ
か
け

作
り
と
な
る
通
い
の
場
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
始
め
と
し
た

脳
ト
レ
や
健
康
体
操
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
継
続
的
な
参
加
の

効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

半
年
に
１
度
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

実
施
し
、
経
年
の
結
果
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

ま
と
め
た
個
人
票
を
作
成
･配
布
し
た

り
、
理
学
療
法
士
･管
理
栄
養
士
･歯
科
衛

生
士
に
よ
る
、
介
護
予
防
の
講
話
も
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
自
治
会
館
等
の
19
会
場
に
21
ク
ラ

ス
を
開
設
し
て
お
り
、
参
加
の
手
軽
さ
や

口
コ
ミ
、
自
治
会
か
ら
の
開
催
希
望
等
も

あ
り
毎
年
実
施
会
場
を
増
や
し
、
令
和
元

年
度
で
は
３
５
６
回
、
延
４
７
９
５
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 ■
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
 

　
令
和
元
年
度
よ
り
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ

ル（
虚
弱
化
）の
兆
候
を
早
期
に
発
見
し
、

身
体
機
能
、
栄
養
状
態
、
社
会
性
等
の
維

持
・
改
善
、
介
護
予
防
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
な
る
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業（
フ
レ
イ

ル
チ
ェ
ッ
ク
）を
開
始
し
ま
し
た
。
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
一
緒
に
行
い
、
健
康
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
フ
レ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
は
神
奈
川
県
に
よ
る
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
22
人
を
養
成
し
ま
し
た
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
事
業
が
中
止
と
な
り
実
践

が
未
経
験
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

は
閉
じ
こ
も
り
傾
向
な
ど
、
特
に
介
護
予

防
が
必
要
な
方
を
「
と
も
の
輪
」
等
の
集

い
の
場
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
、
多
く
の
高
齢

者
が
、
地
域
の
方
と
共
に
支
え
合
い
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

安
心
で
き
る
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
事

業
等
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

国保･介護 
の 

連絡先

介護予防教室「ともの輪」

●海老名市ホームページアドレス 
https://www.city.ebina.kanagawa.jp/ 

●（国　保）　国保医療課 
TEL  046 -235 -4594  
FAX  046 -236 -5574  

●（介　護）　介護保険課 
TEL 046 -235 -4952  
FAX  046 -231 -0513

認知症予防「コグニサイズ教室」
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山
北
町
は
、
神
奈
川
県
の
西
部
に
位
置

し
面
積
は
２
２
４
･61
㎢
で
、
そ
の
約
90
％

は
丹
沢
大
山
国
立
公
園
や
県
立
自
然
公
園

を
含
む
森
林
地
域
で
、
雄
大
な
山
々
、
美

し
い
三
保
ダ
ム
・
丹
沢
湖
を
は
じ
め
と
し

た
多
様
な
観
光
資
源
が
点
在
す
る
自
然
豊

か
な
町
で
す
。
整
備
さ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
、
信
玄

の
隠
し
湯
中
川
温
泉
、
日
本
の
滝
百
選
洒

水
の
滝
、
県
指
定
史
跡
川
村
城
址
、
日
本

で
唯
一
動
く
蒸
気
機
関
車
Ｄ
52
な
ど
、
町

の
魅
力
は
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
 

　
町
の
人
口
は
１
万
43
人
、
高
齢
化
率

39
･６
％
、
年
間
出
生
数
は
32
人
と
、
急

速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
（
数
値

は
令
和
２
年
５
月
１
日
現
在
）
 

   　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
運
動
の
で

き
る
多
目
的
室
･会
議
室
や
運
動
浴
室
、

人
工
温
泉
「
さ
く
ら
の
湯
」
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
町
の
健
康
づ

く
り
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
で
は
各
種
運
動
の
サ

ー
ク
ル
、
水
中
運
動
の
サ
ー
ク
ル
が
自
主

的
に
活
動
し
、
毎
日
多
く
の
町
民
で
賑
わ

っ
て
い
ま
す
。
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
に
は
平
成
28

年
度
に
未
病
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
血
圧
計
、
脳
年
齢
計
、
体
組
成
計
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
自
由
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
運
動
サ
ー
ク
ル
の
参

加
者
や
、
さ
く
ら
の
湯
利
用
者
な
ど
年
間

延
べ
７
千
人
の
方
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
、
食
事
や
栄
養
に
関
す
る

山北町

わがまちわがまち
健 康健 康

みんなでつくる 
魅力あふれる 

元気なまちやまきた 
 

保険健康課 
保健師　小林　あかね

豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
町
 

や
ま
き
た

健
康
づ
く
り
の
拠
点
 

「
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

未
病
セ
ン
タ
ー
や
ま
き
た
 

「
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
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情
報
の
発
信
、
お
す
す
め
レ
シ
ピ
の
配
布

も
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
機
器
の
設
置
や

情
報
発
信
に
よ
り
住
民
の
自
主
的
な
健
康

管
理
が
で
き
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
高
齢
化
が
進
む
町
で
は
、
元
気
な
高
齢

者
を
増
や
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
脚
で

歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ポ

ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
こ
と
で
、
上
半
身
の

筋
肉
も
使
う
た
め
全
身
の
90
％
の
筋
肉
を

使
っ
て
効
果
的
に
運
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
運
動
で
す
。
町
で
は
年
間
を
通
し
て

定
期
的
に
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
よ
り
町
民
自
ら
コ
ー
ス
等
を
企

画
し
、
定
期
的
に
仲
間
と
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
自
主
サ
ー
ク
ル
「
か
る
が
も
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
役
員
さ
ん
を
中

心
に
企
画
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
よ
り
よ
い
形
で
活
動
が
継
続
し
て

い
く
よ
う
に
、
町
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

   　
町
で
は
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、

町
民
や
来
訪
者
の
健
康
増
進
と
疾
病
の
予

防
、
地
域
振
興
を
目
指
し
た
取
り
組
み
と

し
て
「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
健
康
セ
ラ
ピ
ー

事
業
（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
）
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
科
学
的
根
拠

に
裏
付
け
ら
れ
た
森
林
浴
効
果
の
こ
と
を

い
い
、
血
圧
低
下
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

の
減
少
、
免
疫
機
能
に
か
か
わ
る
細
胞
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
民
対
象
の
健
康
教
室
、
特
定
保
健
指
導

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
も
森
林
セ
ラ
ピ
ー

体
験
を
組
み
込
ん
で
、
町
民
の
健
康
増
進

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体

験
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
町
の
管
理
栄
養
士

が
監
修
し
た
「
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
」
が
あ

り
、
地
の
恵
み
を
食
す
こ
と
で
、
身
体
の

内
面
か
ら
セ
ラ
ピ
ー
効
果
を
吸
収
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
 

   　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
対
象
者
を
抽
出

し
、
医
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
義
と

24
時
間
蓄
尿
検
査
に
よ
る
塩
分
摂
取
量
調

査
、
食
事
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
24
時

間
蓄
尿
検
査
と
食
事
調
査
に
つ
い
て
は
、

相
模
女
子
大
学
か
ら
資
材
の
提
供
、
結
果

の
分
析
等
を
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
か
ら
は
、
漬
物
等
の
摂
取
量

が
多
く
、
男
性
で
は
麺
類
か
ら
の
塩
分
摂

取
が
多
い
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
 

   　
平
成
29
年
度
に
山
北
町
第
２
次
健
康
増

進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
健

康
づ
く
り
事
業
の
推
進
が
難
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
山
北
町

で
も
、
計
画
に
沿
っ
た
形
の
新
し
い
健
康

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

大
学
と
連
携
し
た
 

「
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
事
業
」

第
２
次
健
康
増
進
計
画
・
食
育

推
進
計
画
の
推
進

森
林
ふ
れ
あ
い
・
 

健
康
セ
ラ
ピ
ー
事
業
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は
じ
め
に
 

 　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
定
期
指
導
の
実
施

に
あ
た
り
、
事
業
計
画
書
や
中
間
報
告
書

の
作
成
、
当
日
資
料
の
準
備
、
会
場
の
確

保
、
関
係
者
と
の
日
程
調
整
な
ど
、
ご
尽
力

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
町
村
、
国
民

健
康
保
険
組
合
並
び
に
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
に
係
る
定
期
指
導
は
、
令
和
元
年
５

月
17
日
付
け
医
保
第
１
０
３
３
号
神
奈
川

県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知
「
国

民
健
康
保
険
事
務
に
係
る
定
期
指
導
等
及

び
事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
に
よ
り
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
後
の
国

民
健
康
保
険
法
第
４
条
第
２
項
で
は
「
都

道
府
県
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営
、
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
効
率
的
な
実
施

の
確
保
そ
の
他
の
都
道
府
県
及
び
当
該
都

道
府
県
内
の
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
県
の
市
町
村
に
対
す
る
定
期
指

導
は
、
そ
の
役
割
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
同
条
第
５
項
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
国
保
組
合
」

と
い
う
。）
や
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
以
下
「
国
保
連
」
と
い
う
。）
に
対
す
る
指

導
及
び
助
言
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
、
従

前
の
定
期
指
導
と
同
様
の
考
え
方
に
基
づ

き
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
令
和
元
年
度
の
定
期
指
導
は
、
都
道
府

県
が
財
政
運
営
主
体
と
な
り
日
常
的
に
市

町
村
と
と
も
に
国
保
事
業
運
営
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
や
制
度
改
正
後
の
国
保

事
業
運
営
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
受
け
、
市
町
村
の
実
地
検
査
に
つ
い

て
は
、
隔
年
実
施
か
ら
３
年
ご
と
の
実
施

に
変
更
し
、
そ
れ
以
外
の
市
町
村
は
書
面

検
査
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国
保
組
合
及

び
国
保
連
に
お
い
て
は
、
実
地
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
実
績
等
に
お
い

て
「
収
納
率
水
準
が
低
く
、
前
年
度
よ
り
低

下
し
て
い
る
保
険
者
」「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
水
準
が
低
い
保

険
者
」
の
ほ
か
「
平
成
30
年
度
の
定
期
指
導

に
お
い
て
複
数
の
改
善
事
項
が
あ
っ
た
保

険
者
」
な
ど
、
事
業
運
営
上
早
期
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
険
者
に
対
し

て
は
、
特
別
定
期
指
導
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
 

令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る
 

定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
 

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
国
保
指
導
グ
ル
ー
プ

1
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定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
特
に

改
善
を
要
す
る
事
項
が
あ
っ
た
保
険
者
及

び
国
保
連
に
対
し
、
令
和
２
年
３
月
18
日

付
け
医
保
第
１
２
２
０
号
及
び
同
３
月
30

日
付
け
医
保
第
１
２
３
４
号
に
よ
る
神
奈

川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知
に

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
、
そ

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
ご
確
認
の
う
え
、
事
業
運

営
の
見
直
し
等
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
 

 　
　
　
健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て
 

 　
国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
会
計
の
収
支
状
況
と
令
和
元
年
度
に
向

け
た
予
算
編
成
状
況
、
保
険
料
（
税
）
率
決

定
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
収
支
差
額

に
つ
い
て
は
、
県
を
含
め
全
て
の
保
険
者

で
単
年
度
黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。
黒
字

額
は
、
県
が
約
２
２
５
億
円
、
市
町
村
は
約

１
６
４
億
円
、
国
保
組
合
は
約
63
億
円
で
、

平
成
29
年
度
に
比
べ
、
市
町
村
は
約
２
１

８
億
円
57
％
の
減
、
国
保
組
合
は
約
14
億

円
29
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
は

黒
字
額
の
減
少
に
よ
り
、
決
算
補
填
等
目

的
外
の
法
定
外
繰
入
も
含
む
法
定
外
繰
入

を
除
い
た
決
算
収
支
差
額
は
、
平
成
29
年

度
の
約
71
億
円
の
黒
字
か
ら
約
95
億
円
の

赤
字
に
転
じ
、
赤
字
の
市
町
村
数
も
９
市

町
村
か
ら
15
市
町
村
と
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
前
期

高
齢
者
交
付
金
や
平
成
28
年
度
か
ら
の
繰

越
金
が
多
額
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
平
成
30

年
度
に
お
い
て
保
険
料
（
税
）
率
の
激
変
緩

和
や
財
政
調
整
基
金
の
積
立
（
約
97
億
円
）

に
多
く
の
財
源
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
な

ど
、
制
度
改
革
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
そ
う
し
た
中
で
、
市
町
村
に
お
け
る
決
算

補
填
等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
は
約
１
７
３
億
円
と
、
平
成
29
年
度
の

約
２
４
３
億
円
に
比
べ
約
69
億
円
28
･３
％

減
少
し
ま
し
た
。「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
」（
平
成
29
年
９
月
策
定
。以
下

「
国
保
運
営
方
針
」
と
い
う
。）
で
は
、
決
算

補
填
等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
に
つ
い
て
は
、
要
因
を
分
析
し
、
真
に

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は

ど
こ
ま
で
削
減
が
可
能
な
の
か
を
検
討
を

行
っ
た
上
で
、
計
画
的
、
段
階
的
な
削
減
・

解
消
を
行
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村

に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
計
画
書
に
基
づ
き

着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
結
果
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
文
書

指
導
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
計
画
書
に

掲
げ
る
期
別
目
標
等
の
達
成
に
向
け
、
引
き

続
き
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
末
に
お

い
て
４
市
で
基
金
が
未
設
置
で
あ
り
、
基
金

を
設
置
し
て
い
る
市
町
村
で
も
４
市
町
に

お
い
て
１
０
０
万
円
未
満
で
、
過
去
３
か
年

の
保
険
料
（
税
）
収
納
額
平
均
の
１
％
未
満

の
少
額
な
積
立
額
し
か
な
い
状
態
で
し
た

が
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、
基
金
未
設
置

の
４
市
の
う
ち
３
市
で
は
基
金
を
設
置
し

て
お
り
、
１
０
０
万
円
未
満
市
町
も
３
市
町

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
の
基
金
積
立

金
総
額
も
平
成
30
年
度
末
で
約
１
４
４
億

円
と
、
平
成
29
年
度
末
に
比
べ
約
73
億
円
の

増
と
倍
増
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
市
町
村
で
は
、
保
険

給
付
費
リ
ス
ク
（
保
険
給
付
費
等
の
増
）
を

見
込
ん
で
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
予

算
運
用
に
お
い
て
弾
力
性
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金

普
通
交
付
金
の
創
設
に
よ
り
、
そ
う
し
た

運
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
、「
保
険
料
（
税
）
収
納
額
リ
ス
ク

に
備
え
る
」「
年
度
間
の
保
険
料
水
準
の
大

き
な
変
動
を
防
ぐ
」
と
い
う
基
金
の
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
基
金
未
設
置
の
市
に
お
い
て
は
速
や
か

に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
設
置
し
て
い
る

市
町
村
で
も
、
保
険
料
（
税
）
収
納
額
（
退

職
被
保
険
者
等
分
も
含
む
）
の
１
％
以
上

を
造
成
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
保
組
合
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
、
特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準

備
金
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
19
条
及
び
第
20
条
に
定
め
る
額
を
積

み
立
て
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
市
町
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
予
算
編
成
で
は
、
県
が
示
す
国
保

事
業
費
納
付
金
等
を
踏
ま
え
、
保
険
料

（
税
）
収
入
必
要
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
一
部
の
市
町
村
に
お
い

て
は
、
保
険
料
（
税
）
収
入
必
要
額
が
確
保

で
き
な
い
保
険
料
（
税
）
率
を
設
定
す
る
な

ど
、
歳
入
の
過
大
計
上
あ
る
い
は
歳
出
の

過
小
計
上
に
よ
り
歳
入
欠
陥
が
生
じ
か
ね

な
い
事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
料

（
税
）
率
は
、
県
の
示
す
標
準
保
険
料
（
税
）

2
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率
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
被
保
険
者
の

所
得
や
被
保
険
者
数
の
状
況
、
収
納
率
実

績
等
を
踏
ま
え
、
保
険
料
（
税
）
収
入
必
要

額
が
確
保
で
き
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る

と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
等
に
つ
い
て
も

国
保
事
業
費
納
付
金
の
算
定
基
礎
と
な
っ

た
保
険
給
付
費
を
も
と
に
適
正
に
見
込
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 　
　
　
保
険
料（
税
）の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
市
町
村
の
保
険
料
（
税
）
収
納
率
に
つ
い

て
は
、
運
営
方
針
に
お
い
て
規
模
別
目
標

収
納
率
を
定
め
、「
国
民
健
康
保
険
に
係
る

事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
で
も
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
令
和
元
年
度
は
、
平
成
30
年
度
の
実
績

収
納
率
（
現
年
度
分
）
が
、
国
保
運
営
方
針

で
目
標
と
し
て
い
る
平
成
27
年
度
の
規
模

別
収
納
率
の
上
位
３
割
水
準
に
達
し
て
お

ら
ず
、
市
町
村
別
収
納
率
で
下
位
３
位
又

は
収
納
率
が
前
年
度
と
比
較
し
て
２
･０

ポ
イ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
保
険
者

（
３
市
）
に
対
し
て
文
書
指
導
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
県
内
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料
（
税
）
の

現
年
分
平
均
収
納
率
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
上
昇
を
続
け
、
平
成
30
年
度
は
93
･59
％

と
対
前
年
度
比
で
０
･40
ポ
イ
ン
ト
増
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
は
低
い
水

準
に
あ
り
ま
す
。
 

　
運
営
方
針
に
定
め
た
規
模
別
目
標
収
納

率
（
全
国
上
位
３
割
以
内
）
の
達
成
に
向

け
、
口
座
振
替
世
帯
割
合
の
向
上
や
コ
ン

ビ
ニ
収
納
や
ペ
イ
ジ
ー
導
入
な
ど
、
納
付

環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
未
納

者
に
対
す
る
早
期
勧
奨
、
財
産
調
査
に
は

じ
ま
る
効
率
的
・
効
果
的
な
滞
納
整
理
を

実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
し
た
収
納
率
向
上
対
策
が
実
施
で
き
る

職
場
環
境
の
整
備
、
滞
納
整
理
に
取
り
組

む
職
員
の
育
成
、
意
欲
の
維
持
・
向
上
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
 

 　
　
　
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
令
和
元
年
度
は
、
診
療
報
酬
明
細
書
（
以

下
「
レ
セ
プ
ト
」
と
い
う
。）
点
検
事
務
に

つ
い
て
、
内
容
点
検
の
財
政
効
果
率
が
２

連
続
（
平
成
30
年
度
、
平
成
29
年
度
）
し
て

市
町
村
平
均
又
は
組
合
平
均
の
４
分
の
３

に
達
し
て
い
な
い
保
険
者
及
び
令
和
元
年

度
に
お
い
て
集
団
指
導
を
実
施
し
た
保
険

者
の
４
市
５
町
を
文
書
指
導
の
対
象
と
し

ま
し
た
。
 

　
対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
、
点
検
内
容
や
点
検
事
務
の

進
捗
状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
保
連

合
会
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理
体
制
の
整

備
な
ど
、
点
検
事
務
の
充
実
強
化
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

　
令
和
元
年
度
か
ら
、
あ
ん
摩
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
も
、
柔
道

整
復
師
施
術
療
養
費
と
同
様
に
、
受
領
委

任
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
、
受
領
契
約
に

基
づ
き
施
術
機
関
へ
の
厚
生
局
と
県
に
よ

る
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
者

等
か
ら
出
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
県
と
し

て
も
厚
生
局
と
連
携
し
対
応
を
と
っ
て
ま

い
り
ま
す
が
、
請
求
疑
義
の
具
体
的
な
発

見
は
保
険
者
に
よ
る
複
数
月
点
検
や
患
者

調
査
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

職
員
体
制
等
の
関
係
か
ら
国
保
連
に
委
託

し
て
実
施
し
た
患
者
調
査
後
の
確
認
作
業

等
が
行
え
て
い
な
い
保
険
者
も
見
ら
れ
ま

す
が
、
今
後
、
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
施
術
療
養
費
の
適
正
化
に
向
け
、
取
組

体
制
を
充
実
強
化
さ
れ
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い

て
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る

求
償
事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
」（
平
成

27
年
12
月
３
日
付
け
保
国
発
１
２
０
３
第

１
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険

課
長
通
知
）
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
警
察
、
病
院
、

保
健
所
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
か
ら
傷
病
発
見
に
つ
な
が
る
情
報
提

供
を
受
け
る
体
制
構
築
を
は
じ
め
、
届
出

勧
奨
、
被
害
届
届
出
励
行
と
被
害
届
届
出

義
務
の
周
知
な
ど
、
求
償
事
務
に
係
る
取

り
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

 　
　
　
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、平
成
30
年
度
の

県
内
全
体
で
29
･１
％
と
昨
年
度
か
ら
０
･９

ポ
イ
ン
ト
、特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
も
10・

３
％
と
０・46
ポ
イ
ン
ト
、そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

ま
し
た
。 

　
国
保
運
営
方
針
で
は
、国
の
実
施
目
標
で

5

4

3
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あ
る
受
診
率・実
施
率
60
％
を
目
標
に
す
る

と
と
も
に
、「
特
定
健
診
等
実
施
計
画
」で
定

め
る
受
診
率・実
施
率
の
達
成
を
め
ざ
す
と

し
て
い
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、令
和
元
年
度
は
、県
内

全
体
の
受
診
率・実
施
率
の
底
上
げ
を
図
る

観
点
か
ら
、平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
が
市
町
村
平
均
28・４
％
未
満
の
８
市
町

村
と
国
保
組
合
平
均
42・９
％
未
満
の
４
国

保
組
合
を
、ま
た
、特
定
保
健
指
導
の
終
了

率
が
市
町
村
平
均
11・２
％
未
満
の
９
市
町

村
と
国
保
組
合
平
均
３・７
％
未
満
の
３
国

保
組
合
を
、そ
れ
ぞ
れ
文
書
指
導
の
対
象
と

し
ま
し
た
。 

　
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
で
は
、「
特
定
健

診・特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予
備
群
の
減
少

率
」が
評
価
指
標
と
さ
れ
ま
し
た
が
、令
和
２

年
度
保
険
者
努
力
支
援
制
度（
市
町
村
分
）

に
お
け
る
順
位（
平
成
29
年
度
実
績
）で
み
る

と
、神
奈
川
県
は
特
定
健
診
受
診
率
46
位（
前

年
度
に
比
べ
２
位
後
退
）、特
定
保
健
指
導
実

施
率
47
位（
前
年
度
と
同
順
位
）と
全
国
的
に

も
極
め
て
低
い
水
準
と
なって
い
ま
す
。 

　
保
険
者
に
お
い
て
は「
特
定
健
診
等
実
施

計
画
」「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」（
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
。）を
策
定
し
、保
健
事
業
の
推
進
を
図

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、令
和
２
年
度
は

中
間
年
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

く
計
画
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
ま
で
の
事
業
実
績
等
を
踏
ま

え
、健
康・医
療
情
報
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
活

用
な
ど
、効
果
的
効
率
的
な
保
健
事
業
の
実

施
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

そ
の
際
に
、「
保
険
者
努
力
支
援
制
度（
予

防・健
康
づ
く
り
支
援
交
付
金
）」と
し
て
拡

充
さ
れ
た
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業（
既
存
分

と
合
わ
せ
て
全
国
２
５
０
億
円
）を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
は
、医
療
機

関
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。各
市
町
村
に
お

か
れ
て
は
、郡
市
医
師
会
と
の
情
報
交
換
、連

携
を
重
視
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、医
療

機
関
受
診
者
の
同
意
に
基
づ
く
受
診
時
検

査
結
果
デ
ー
タ
の
入
手
な
ど
、医
療
機
関
の

受
診
を
理
由
と
す
る
特
定
健
診
未
受
診
者

に
対
す
る
対
策
の
強
化
を
進
め
る
よ
う
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 　
　
　
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
 

　
　
　
つ
い
て
 

 　
国
保
連
に
対
し
て
は
、「
事
務
処
理
体

制
」「
審
査
支
払
事
務
」「
国
民
健
康
保
険
事

業
支
援
業
務
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
支

援
」「
介
護
保
険
事
業
支
援
」
な
ど
の
視
点

か
ら
、
県
高
齢
福
祉
課
と
共
同
し
て
、
２
日

間
に
わ
た
り
検
査
を
行
い
、
必
要
な
助
言

指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
国
保
連
の
設
立
目
的
で
も
あ
る
診
療
報

酬
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
化
に
向
け
、
保
険
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
、
医
療
費
適
正
化
を
は

じ
め
と
す
る
保
険
者
機
能
の
強
化
と
保
険

者
事
務
の
効
率
化
及
び
負
担
軽
減
に
向
け

た
積
極
的
か
つ
多
面
的
な
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

 　
　
　
最
後
に
 

 　
平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
で
は
、

県
の
示
す
国
保
事
業
費
納
付
金
等
を
踏
ま

え
た
予
算
編
成
や
保
険
料
（
税
）
率
の
決

定
、
保
険
給
付
費
等
交
付
金
普
通
交
付
金

の
請
求
収
受
、
国
保
事
業
費
納
付
金
の
納

付
、
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
世
帯
継

続
性
判
断
に
基
づ
く
高
額
療
養
費
の
支
給

な
ど
、
制
度
改
革
に
伴
い
新
た
に
生
じ
ま

し
た
が
、
市
町
村
、
国
保
連
の
ご
担
当
者
の

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
円
滑
に
す
す
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
今
回
の
制
度
改
革
後
も
医
療

保
険
制
度
を
め
ぐ
る
状
況
は
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
国

保
組
合
も
含
め
、
医
療
費
適
正
化
対
策
、
保

健
事
業
の
強
化
充
実
は
、
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
と
あ
わ
せ
、
国

民
健
康
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
い
く
た
め
の
最
重
要
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
等
に
よ
り
、
特
定
健
診
の
受
診
率
、

特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
、
保
険
料
（
税
）

収
納
率
な
ど
、
事
業
の
評
価
指
標
数
値
は

厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
各
保
険
者
及
び
国
保
連
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
必
要
な
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
に
係
る

事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
５
月

12
日
付
け
医
保
第
１
０
２
０
号
神
奈
川
県

健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知
）
に
基

づ
き
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
か

つ
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

6
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そ
の
日
は
突
然
に
や
っ
て
き
た
 

 　
私
が
所
属
す
る
東
京
大
学
・
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、„
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
“が
い
る
。
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
世
界
的
な
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
K
aggle」
で
世
界
第

１
位
を
獲
得
す
る
な
ど
こ
の
業
界
で
は

知
ら
れ
た
存
在
で
、24
時
間
研
究
に
取
り

組
む
様
子
に
は
誰
も
が
一
目
を
置
く
。 

　
そ
ん
な
彼
の
行
動
が
、
あ
る
日
突
然

変
わ
っ
た
。電
車
に
乗
ら
ず
、徒
歩
で
通

勤
し
始
め
た
の
だ
。
寝
る
間
も
惜
し
ん

で
研
究
を
進
め
る
彼
が
、
毎
日
１
時
間

近
い
時
間
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
費
や
す

の
は
余
程
の
こ
と
だ
。
理
由
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、『
だ
っ
て
先
生
、
静
岡
県
の
人

た
ち
の
デ
ー
タ
を
見
て
い
た
ら
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
は
明

白
で
す
よ
』と
の
返
答
。な
る
ほ
ど
と
思

っ
て
よ
く
見
る
と
、
彼
の
顎
の
ラ
イ
ン

が
シ
ャ
ー
プ
に
な
っ
て
い
た
。 

 デ
ー
タ
は
人
を
動
か
す
 

 　
彼
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
静
岡
県

と
東
京
大
学
が
進
め
て
い
る
「
国
保
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
員
だ
。
静
岡
県
の
全
市
町
の

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
、
そ
し
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
最
近
６
年
分

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
、
県
民
の
皆
さ

ん
が
ど
ん
な
病
気
に
か
か
っ
て
い
て
、

患
者
さ
ん
が
毎
月
何
人
増
え
て
い
る
状

況
な
の
か
が
地
域
ご
と
に
わ
か
っ
て
き

た
。
特
定
健
診
を
受
け
た
人
の
デ
ー
タ

か
ら
は
、
毎
日
ほ
と
ん
ど
運
動
・
活
動

を
し
て
い
な
い
人
の
体
重
や
血
圧
が
ど

れ
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
か
も
見
え
て
き

た
。ま
た
、健
診
を
受
け
る
頻
度
が
高
い

ほ
ど
、健
康
状
態
が
良
く
、医
療
費
が
低

い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
を
知
っ
た
こ

と
で
、
彼
は
自
ら
の
行
動
も
変
え
た
わ

け
だ
。
今
後
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
、

毎
年
健
診
を
受
け
る
だ
ろ
う
。ま
た
、も

し
も
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ
た

と
し
て
も
熱
心
に
参
加
し
、
保
健
師
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
る
素
地

が
で
き
た
は
ず
だ
。 

”デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト“
の
通
勤
が
 

電
車
か
ら
徒
歩
に
変
わ
っ
た
！
 

　
東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
 

特
任
教
授
　
古
井
祐
司
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デ
ー
タ
は
組
織
を
も
動
か
す
 

 　
こ
の
よ
う
に
、
レ
セ
プ
ト
や
健
診
な

ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
科
学
的
に
予

防
・
健
康
づ
く
り
を
進
め
、
同
時
に
関

係
機
関
（
自
治
体
や
医
療
保
険
者
、
企

業
、
学
校
、
医
療
機
関
な
ど
）
が
共
同
で

活
用
で
き
る
新
し
い
仕
組
み
を
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
」
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
保
険

者
が
実
施
主
体
と
な
る
事
業
計
画
を

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
と
呼
び
、
全
国

の
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。（
具
体
的
な

内
容
は
、
私
た
ち
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
で

作
成
し
た
ビ
デ
オ
「
第
１
章
 デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
導
入
の
背
景
」 

https://w
w
w
.youtube.com
/w
atch?

v=hr6LD
j3A
4l4 を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 　

こ
れ
ま
で
、
住
民
の
健
康
増
進
を
図
る

と
い
う
共
通
の
課
題
に
対
し
て
一
律
の

施
策
を
実
施
し
て
き
た
市
町
村
の
取

組
。こ
れ
に
よ
っ
て
、各
種
健
康
指
標
の

向
上
や
平
均
寿
命
の
延
伸
が
図
ら
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。し
か
し
、健

康
寿
命
の
延
伸
に
挑
戦
し
て
い
く
時
代

に
は
、
多
様
な
健
康
課
題
に
応
じ
た
施

策
が
必
要
に
な
る
。「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」

で
地
域
の
健
康
課
題
を
可
視
化
す
る
こ

と
で
対
象
が
明
確
に
な
り
、
次
の
一
手

が
打
ち
や
す
く
な
る
。 

　
今
年
１
月
、
静
岡
県
及
び
市
町
の
皆

さ
ん
を
集
め
た
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

の
研
修
会
で
、
前
述
の
分
析
結
果
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
。
健
康
寿
命
が
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
静
岡
県
で
も
、
地

域
に
よ
っ
て
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
人
の

割
合
は
異
な
り
、
医
療
費
に
も
格
差
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、『
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
地
域
格
差
が
あ
る
の

か
？
 そ
の
背
景
に
何
が
あ
る
の
か
？
』

と
い
っ
た
疑
問
が
湧
き
、
各
地
域
に
お

け
る
健
康
課
題
の
解
決
策
の
検
討
が
始

ま
っ
た
。既
に
、翌
年
度
の
計
画
や
予
算

配
分
を
、
財
政
部
署
を
巻
き
込
ん
で
見

直
し
た
自
治
体
も
あ
る
。
今
回
の
分
析

結
果
を
見
て
、『
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
ぁ
』

と
こ
れ
ま
で
の
保
健
活
動
で
感
じ
て
い

た
こ
と
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
、
自
信
を

も
っ
て
取
組
を
進
め
ら
れ
る
と
語
る
保

健
師
さ
ん
も
い
た
。 

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
先
進
県
で
あ
る
静

岡
県
の
取
組
が
全
国
で
も
進
み
、市
町
村

の
健
康
施
策
が
前
進
す
る
よ
う
、私
た
ち

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
„
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
“
が
変
わ
っ
た

よ
う
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
識
と
行

動
が「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」を
通
じ
て
変
わ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
い
。 

 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社

【略　歴】 
東京大学大学院医学系研究科修了、医学博士（2000 年）。専門は予防医学、保健医療政策。 
2004 年東京大学医学部附属病院特任助教就任（2009 年退任）。同年、健康づくり委員会；ヘルスケア・コ
ミッティーを株式会社化し代表取締役就任（2015 年退任）。その後、自治医科大学客員教授（現任）等を経
て、2018 年東京大学政策ビジョン研究センター（現・未来ビジョン研究センター）特任教授就任。30 代で
過疎地の出前医療に魅せられ、基礎医学から予防医学に転向。産官学連携のもと予防医学研究を進める。 

【雑　誌】 
データヘルスの特長と公衆衛生活動の将来像との関連; 公衆衛生 2020:84（1）:6-11 
Metabolic syndrome: Association between prevalence and risk at worksites;Arch Environ Occup Health 
2019:1-9 
中小企業における労働生産性の損失とその影響要因; 日本労働研究雑誌 2018:695,49-61 

【著　書】 
「健康経営エキスパートアドバイザーテキスト」東京商工会議所編, 2019（監修） 
「データヘルス計画作成の手引き・改訂版」厚生労働省・健康保険組合連合会編, 2017（総監修） 
「社員の健康が経営に効く」労働調査会, 2014 
「図解 ここがポイント！ データヘルス」東京法規出版, 2014 

【社会活動】 
厚生労働省健康局　これからの地域・職域連携推進の在り方に関する検討会構成員（平成30年～）／厚生労働省
保険局　特定保健指導等の効果的な実施方法の検証のためのWG構成員（平成30年～）／厚生労働省保険局　
データヘルス計画（国保･後期広域）の在り方に関する検討会構成員（平成29年～）／厚生労働省保険局　後期高
齢者支援金の加算・減算制度検討WG構成員（平成28年～）／厚生労働省保険局　全国健康保険協会業績評
価に関する検討会構成員（平成21年～）／経済産業省商務情報政策局　次世代ヘルスケア産業協議会健康投資
WG委員（平成25年～）／東京都福祉保健局　東京都健康推進プラン21 推進会議 副座長（平成23年～）／東
京都東久留米市 国民健康保険運営協議会 会長（平成23年～）／全国健康保険協会　データヘルス計画推進会
議 委員（平成28年～）／東京商工会議所　中小企業健康投資・健康経営推進委員会 座長（平成27年～）／マ
スメディア出演；NHK クローズアップ現代、BS JAPAN、TOKYO FM、日経新聞、地方新聞等

古井祐司 ふるい　ゆうじ 

■プロフィール 
出身地：東京都 
 
・東京大学 未来ビジョン研究センター
データヘルス研究ユニット 特任教授 

・自治医科大学客員教授 
・内閣府経済財政諮問会議専門委員
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

①
利
用
者
：
女
性
（
要
介
護
４
、
認
知
症

状
あ
り
）
 

   申
立
者
：
利
用
者
の
子
供
（
代
理
人
）
　
 

   事
業
所
：
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
 

②
申
立
要
旨
 

１
居
室
の
水
道
を
数
日
に
渡
り
止
め
た
こ

と
で
、
利
用
者
が
水
を
飲
め
ず
洗
顔
や

歯
磨
き
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

２
利
用
者
の
排
泄
ケ
ア
や
居
室
の
衛
生
管

理
を
十
分
に
し
て
い
な
い
。
 

３
利
用
者
の
徘
徊
の
見
守
り
を
し
て
い

な
い
。
 

４
利
用
者
の
行
為
に
問
題
が
あ
る
と
し

て
、
利
用
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
解
決
策

の
提
示
を
せ
ず
、
真
摯
な
対
応
を
し
な

か
っ
た
。
 

③
調
査
結
果
 

１
事
前
に
水
道
を
止
め
る
説
明
も
、
止
め

た
後
の
報
告
も
代
理
人
に
行
っ
て
お
ら

ず
、
止
め
た
際
の
記
録
も
な
か
っ
た
。

通
常
ど
お
り
の
水
分
の
摂
取
は
記
録
か

ら
確
認
で
き
た
が
、
洗
顔
や
口
腔
ケ
ア

の
実
施
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
 

２
排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
実
施
で
き
な

い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
か
ら
確

認
で
き
た
。
居
室
清
掃
は
、
週
に
一
度

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
記
録
か
ら
確
認

で
き
た
。
 

３
認
知
症
状
に
つ
い
て
事
業
所
内
で
検
討

し
、
声
掛
け
や
移
動
の
安
全
の
確
保
、

　
介
護
保
険
課
介
護
苦
情
相
談
係
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
本
人
や

家
族
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

上
で
の
苦
情
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
職

員
２
名
、
専
門
職
で
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

苦
情
調
査
員
２
名
、
そ
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
苦
情
処
理
委
員
会
の
委
員
３
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
会
で
苦
情
相
談
業
務
を
行
う
目
的
と

し
て
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
介

護
保
険
法
の
中
で
、
本
会
が
苦
情
相
談
業

務
を
行
う
根
拠
と
し
て
条
文
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
苦
情
相
談
は
こ
こ
数
年
、
年
間
５
０
０

件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
近
年
で
は
、

事
業
者
に
謝
罪
や
損
害
賠
償
を
求
め
る
よ

う
な
相
談
や
、
利
用
者
本
人
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
相
談
で
は
な
く
、
利
用
者
の
代
理

人
の
親
族
が
利
用
者
と
他
の
親
族
を
会
わ

せ
な
い
よ
う
制
限
し
て
い
る
と
い
っ
た
、

親
族
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
本
会
で
は
対
応
が
で
き
な
い
内
容
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
本
会
か
ら
の
助
言
だ
け
で
は
解
決
に
至

ら
ず
調
査
を
希
望
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
も
の
は
苦
情
申
立
と
し

て
、
相
談
者
、
事
業
所
双
方
の
聞
き
取
り

を
行
う
な
ど
、
解
決
に
向
け
て
調
査
を
行

い
ま
す
。
 

　
今
回
は
苦
情
申
立
の
事
例
を
一
つ
紹
介

主
治
医
へ
の
相
談
な
ど
一
定
の
対
応
を

し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
し
か

し
、
代
理
人
へ
の
認
知
症
状
や
徘
徊
に

つ
い
て
理
解
し
や
す
い
丁
寧
な
説
明
は

不
足
し
て
い
た
。
 

４
徘
徊
に
つ
い
て
、
他
の
入
居
者
に
影
響

が
あ
る
と
し
て
、
精
神
科
受
診
の
提
案

を
申
立
者
に
し
た
こ
と
は
確
認
し
た

が
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
ど
お
り
の

ケ
ア
を
提
供
で
き
な
い
と
考
え
た
場
合

は
、
担
当
者
会
議
等
で
検
討
し
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
 

④
本
会
か
ら
の
指
導
助
言
 

１
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
一

時
的
に
通
常
と
異
な
る
措
置
を
講
じ
た

際
は
、
利
用
者
の
家
族
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
相
談
す
る
な
ど
、
連
携
に

努
め
る
こ
と
。
 

２
利
用
者
の
心
身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い

る
環
境
等
の
把
握
に
努
め
、
利
用
者
や

家
族
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
利
用
者
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
努
め
る
こ
と
。
 

３
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
記
録
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
際
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
記

録
す
る
こ
と
。
ま
た
、
提
供
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
記
録

や
報
告
な
ど
に
よ
り
、
事
業
所
内
で
の

情
報
共
有
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
 

 
             介護保険サービス 
             　苦情相談窓口から NO.1 



国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《２月診療分》（一般＋退職）

《３月診療分》（一般＋退職）

《４月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 31,379 445,234 18,252,676,600 581,684 9,449 1.62 
入院外 1,338,168 1,990,150 19,268,153,250 14,399 9,974 69.27 
歯　科 313,856 544,445 4,057,798,190 12,929 2,101 16.25 

1,931,762
小　　　計 1,683,403 2,979,829 41,578,628,040 24,699 21,524 87.14 
調　　　剤 994,439 1,161,425 11,413,128,740 11,477 5,908  
訪 問 看 護 6,285 38,527 444,752,980 70,764 230  
食事療養費 29,745 1,143,086 759,447,591 25,532 393  
合　　　計 2,684,127 3,018,356 54,195,957,351 20,191 28,055

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 31,301 461,650 19,273,766,400 615,756 10,008 1.63 
入院外 1,286,596 1,952,050 19,635,931,560 15,262 10,196 66.81 
歯　科 307,565 565,146 4,209,722,650 13,687 2,186 15.97 

1,925,808
小　　　計 1,625,462 2,978,846 43,119,420,610 26,527 22,390 84.40 
調　　　剤 962,926 1,138,136 12,089,658,620 12,555 6,278  
訪 問 看 護 6,425 43,092 489,617,440 76,205 254  
食事療養費 29,689 1,196,228 794,428,443 26,758 413  
合　　　計 2,594,813 3,021,938 56,493,125,113 21,772 29,335

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 27,584 424,960 17,067,548,160 618,748 8,881 1.44 
入院外 1,120,104 1,662,281 17,373,070,510 15,510 9,040 58.28 
歯　科 226,435 418,189 3,277,481,290 14,474 1,705 11.78 

1,921,799
小　　　計 1,374,123 2,505,430 37,718,099,960 27,449 19,626 71.50 
調　　　剤 868,646 1,020,239 11,877,517,570 13,674 6,180  
訪 問 看 護 5,744 39,338 446,220,370 77,685 232  
食事療養費 26,174 1,109,764 735,947,352 28,117 383  
合　　　計 2,248,513 2,544,768 50,777,785,252 22,583 26,422

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

2 月診療分 3月診療分 4月診療分

受診率（％）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

100.00

90.00

80.00

70.00

60.00

50.00

2 月診療分 3月診療分 4月診療分
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 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 



神奈川のこくほ・かいご●国保連発信18

国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 377,593 16,420,246,935 14,456,205,448 1,596,140,718 367,900,769 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,594 2,133,063,713 1,812,933,921 305,842,888 14,286,904 
居 宅 療 養 管 理 指 導 152,567 1,230,528,990 1,078,554,074 122,629,320 29,345,596 
地域密着型サービス 66,517 9,211,940,244 8,140,569,896 903,299,582 168,070,766 
特定施設入居者生活介護 22,876 5,225,431,669 4,523,418,263 683,758,806 18,254,600 
居　宅　介　護　支　援 205,891 2,744,112,726 2,744,108,269 0 21,305,450 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,378 19,817,413,013 16,818,640,968 2,828,602,108 170,169,937 
市 町 村 特 別 給 付 20 136,120 122,508 13,612 0 
　　　合　　　計 901,436 56,782,873,410 49,574,553,347 6,440,287,034 789,334,022 

介護給付費統計 （令和２年2月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 377,807 16,319,063,585 14,367,637,259 1,593,827,581 357,598,745 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,794 2,041,545,278 1,735,694,466 293,723,192 12,127,620 
居 宅 療 養 管 理 指 導 150,549 1,211,190,440 1,061,657,710 121,036,274 28,496,456 
地域密着型サービス 65,939 8,960,510,919 7,917,769,931 879,849,172 162,891,816 
特定施設入居者生活介護 22,940 4,931,855,317 4,270,839,065 644,256,221 16,760,031 
居　宅　介　護　支　援 205,524 2,737,361,338 2,737,361,338 0 20,985,526 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,619 18,720,759,062 15,889,324,319 2,678,582,975 152,851,768  
市 町 村 特 別 給 付 12 75,860 68,274 7,586 0 
　　　合　　　計 898,184 54,922,361,799 47,980,352,362 6,211,283,001 751,711,962 

（令和２年3月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 373,572 16,959,877,426 14,931,734,242 1,646,404,721 381,738,463 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,557 2,038,829,167 1,733,447,840 291,918,132 13,463,195 
居 宅 療 養 管 理 指 導 154,140 1,243,233,760 1,089,281,491 125,114,660 28,837,609 
地域密着型サービス 64,270 9,302,962,439 8,219,664,474 914,833,797 168,464,168 
特定施設入居者生活介護 23,260 5,345,193,058 4,625,679,403 701,630,151 17,883,504 
居　宅　介　護　支　援 204,662 2,733,565,106 2,733,565,106 0 21,650,855 
施　設　サ　ー　ビ　ス 55,375 19,903,635,093 16,893,123,612 2,845,203,985 165,307,496 
市 町 村 特 別 給 付 17 103,770 93,393 10,377 0 
　　　合　　　計 893,853 57,527,399,819 50,226,589,561 6,525,115,823 797,345,290 

（令和２年4月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 58,489 905,617 34,741,574,060 593,985 30,323 5.11 
入院外 1,488,159 2,477,056 23,817,481,500 16,005 20,789 129.89 
歯　科 276,918 502,215 3,818,677,710 13,790 3,333 24.17 

1,145,702
小　　　計 1,823,566 3,884,888 62,377,733,270 34,206 54,445 159.17 
調　　　剤 1,153,205 1,420,884 15,135,246,640 13,125 13,210  
訪 問 看 護 6,216 47,010 584,217,772 93,986 510  
食事療養費 54,921 2,178,548 1,480,373,940 26,955 1,292  
合　　　計 2,982,987 3,931,898 79,577,571,622 26,677 69,457

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 57,430 934,247 35,849,268,500 624,225 31,220 5.00 
入院外 1,480,205 2,486,865 24,385,778,530 16,475 21,237 128.91 
歯　科 265,863 508,192 3,836,057,020 14,429 3,341 23.15 

1,148,281
小　　　計 1,803,498 3,929,304 64,071,104,050 35,526 55,797 157.06 
調　　　剤 1,162,787 1,453,932 16,468,243,610 14,163 14,342  
訪 問 看 護 6,328 52,255 643,268,214 101,654 560  
食事療養費 53,949 2,242,274 1,524,944,226 28,266 1,328  
合　　　計 2,972,613 3,981,559 82,707,560,100 27,823 72,027

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 50,942 839,083 31,416,397,870 616,709 27,301 4.43 
入院外 1,360,781 2,195,523 22,107,870,590 16,246 19,212 118.25 
歯　科 204,726 384,974 3,068,557,030 14,989 2,667 17.79 

1,150,725
小　　　計 1,616,449 3,419,580 56,592,825,490 35,011 49,180 140.47 
調　　　剤 1,100,986 1,372,081 16,568,111,640 15,048 14,398  
訪 問 看 護 6,021 49,780 612,491,820 101,726 532  
食事療養費 47,725 2,021,271 1,374,247,160 28,795 1,194  
合　　　計 2,723,456 3,469,360 75,147,676,110 27,593 65,305

診
療
費

《２月診療分》

《３月診療分》

《４月診療分》
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７
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

14
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

16
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

17
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
（
〜
23
日
）

　
　
（
国
保
会
館
）
 

20
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

21
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

22
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会
「
い
ち
ょ
う
の
会
」
役
員
会

（
書
面
開
催
）
 

22
日
　
広
報
委
員
会
 

（
書
面
開
催
）
 

28
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

 12
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会
 

（
国
保
会
館
）
 

12
日
　
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会

（
書
面
開
催
）
 

19
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

19
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

21
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

21
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会
「
い
ち
ょ
う
の
会
」
総
会

（
書
面
開
催
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

25
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

26
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

27
日
　
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

（
書
面
開
催
）
 

29
日
　
診
療
施
設
部
会

（
書
面
開
催
）
 

 ２
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

９
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

　
　
　
　
　
（
国
保
会
館
）
 

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）
 

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

23
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
 

26
日
　
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
委
員
会

（
書
面
開
催
）
 

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
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9日 運営協議会 書面開催 

20日 理事会 書面開催 

21日 広報委員会 書面開催 

28日 通常総会（予定） 神奈川県国保会館 

31日 神奈川県都市国保連絡協議会 横浜市役所 

 

29日 保険料（税）徴収実務初任者研修会（県と共催） 神奈川県国保会館 

7月

9月

　
少
し
ず
つ
気
温
が
高
く
な
り
、
夏
の
到
来
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に

よ
り
、
徐
々
に
お
店
も
再
開
し
始
め
、
街
に
活
気
が

戻
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
夏
の
甲

子
園
の
中
止
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
縮
小
・
中
止
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
続
き

そ
う
で
す
。 

　
一
時
は
購
入
が
困
難
だ
っ
た
マ
ス
ク
で
す
が
、
最

近
は
店
頭
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
よ
り
入

手
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
温
が
高
く

な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
暑
く
て
着
用
す
る
の
が
苦
し

く
感
じ
、
マ
ス
ク
に
よ
る
熱
中
症
の
注
意
喚
起
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
用
マ
ス
ク
と

い
う
冷
感
素
材
を
使
用
し
た
マ
ス
ク
が
販
売
さ
れ

て
い
る
と
耳
に
し
た
の
で
、
見
か
け
た
ら
購
入
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
家
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
っ
た
た
め
、

簡
単
に
で
き
る
お
菓
子
や
料
理
を
作
っ
て
み
た
り
、

コ
ロ
ナ
太
り
を
解
消
す
る
た
め
、
家
で
も
で
き
る
簡

単
な
筋
ト
レ
や
、
有
酸
素
運
動
に
励
ん
で
み
た
り
、

普
段
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
な
け
れ

ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
間
近
で
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
残
念
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
が
、
来
年
を
楽
し
み
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
熱
中
症
に
負
け
ず
、
今
年
の
夏
を
乗
り

切
り
た
い
で
す
。

各種広報物を作成しました ! 
本会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください 

健康づくり等支援リーフレット

被保険者証適正使用 
PRポスター

特定健診受診率向上 
PRポスター

伝言板

▲　表 

健康まつり等 
支援ポケット 
ティッシュ 

▼　裏

◀表 

 

 

 

 

 

裏▶　



　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

● 体験者の感想 ●

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

今回ご紹介する機器は 

「足指力計測器」 

足指力 

男性 3㎏以下の人 
女性 2.5㎏以下の人 
 

男性 3～5㎏の人 
女性 2.5～4㎏の人 
 
男性 5㎏以上の人 
女性 4㎏以上の人

評　　価 

がんばろうグループ 
足指・足裏筋力の低下。偏平
足など足部機能の低下の傾向 

いい感じグループ 
標準的。下肢機能低下の可
能性あり 

上出来グループ 
良　好

下肢筋力・足部機能の状態
を測定します。 
歩行機能低下や転倒予防
などに役立ちます。 

2.6kg 
いい感じグループ！

足の指に力を入れるだけ、のはずですが
親指以外に力を入れるのは難しく、あせ
ってしまいました。 
どうにか、いい感じグループでひと安心。

定 今回体験したのは 
本会職員のY.Kさん！測 果結
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